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北海道遺産　Hokkaido Heritage

Hokkaido 
Heritage
Talk
Lounge 
2019.03.08 (Fri)
19:00-20:30

日　　時｜ 2019 年 3月 8日（金）19：00‐20：30
会　　場｜ 旧永山邸
                           （北海道札幌市中央区北 2条東 6丁目 / 地下鉄バスセンター前駅 10番出口徒歩 10分）
定　　員｜ 20 名（事前申込優先、先着順）
参   加   費｜ 無料
主　　催｜ NPO法人北海道遺産協議会
参加方法｜  トークウンジ参加希望とご明記の上、事務局まで
                          メールにてお申込ください

 E-mail ➡ info@hokkaidoisan.org
Contact us ➡ http://www.hokkaidoisan.org/　

北海道ヘリテージトークラウンジは、
　　私たちのふるさと「北海道」を、
　もっとよくするアイデアを
探求したい人が、
　気軽に集い語る場です。

　　第 4回目のトークラウンジでは、
科学技術で北海道の魅力を表現する
　活動に取組んでいる船戸大輔さんを
　　ゲストをお招きします。

　　科学技術でできる地域の表現の可能性、
　　　活動を通して感じる北海道の魅力―

　ゲストと参加者のクロストークから、
　　明日から使える「科学技術のチカラ」を
　　　　　　　　持ちかえりましょう！

ゲ   ス   ト｜
　　　　　

船戸 大輔 さん
1981 年、十勝生まれ。
 2007 年公立はこだて未来大学システム情報科学科博士前期課程修了。
2007 年から 2013 年までフリーランスとしてウェブシステム構築・
アプリ開発などを中心とした仕事の傍ら、在学中の研究の継続による
自作のお絵描きソフトのためのカメラ認識によるマルチタッチディスプレイの
デバイス開発活動や札幌プレビエンナーレでの作品制作などをきっかけに、
2014 年から札幌国際芸術祭にテクニカルスタッフとして参加。
現在は SIAF ラボ ディレクターとして活動を継続。また個人の活動としては
ルアーにセンサーを載せて釣り人の水中での知覚の拡張による、新しい
釣り体験を創出するスタートアップなどに参画している。

第 4回 北海道ヘリテージトークラウンジ  テーマ

科学技術でつくる北海道のまちの未来
　　　　　科学技術で地域の魅力を表現する取組事例と、科学技術でできる地域の表現の可能性について対話の時間　　　


